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第４次子ども読書活動推進計画で目指す体系（イメージ）案

子どもの状態を示す

ロジックモデル

④読書が好きになる

  ↑

③読書が習慣になる

  ↑

②本を読む

  ↑

①本に出合う

■第４次計画は、総合計画と計画期間を一致させるための移行期間である。このため、第３次計画の基本的な構成は継承しつつ、『計画の運営方法』を改善した。

基本理念

読書のよろこびをすべての子どもたちにとどけること

目標１

読書を「すき」と答えた

子どもたちの割合

目標２

「１日当たり１０分より多く
読書をした」と答えた
子どもたちの割合

目標３

市立図書館で子どもたちに

本をかした数

重点方針：●●●●●

各主体が共有し、意識的に取組を進めていくもの

→指標を設定し、進捗管理

※子ども主体となるもの。

各主体の取組の振り返りや協議会の意見を反映させる。

次期学習指導要領の検討など、国や県の動向にも留意する。

内容は第3次を踏襲しつつも、下段の「もく

ひょう」との関係が明確になるよう、「計

画のもくひょう」を「基本理念」に修正。

基本理念を計画で共有し、その実現に向け

て各主体が工夫して取り組めるような構成

とした。

第3次を踏襲しつつ、「調べ学習や見学で、

市立図書館を使うじゅぎょうをした学校の

数」は削除。目標のレベルを揃えた。

【新設】達成に向けた進捗状況の把握のため

設置。目標と同様、子どもたちがどう受け止

めているかを判断基準にすることで、子ども

主体の計画を目指す。

２５の取組

とくに、重点指標が達成できるような取組を

市・図書館・学校・家庭・地域等で連携して

取り組む。

市

学校
図書館

家庭

地域

行政施策によって

働きかけが可能な

「本との出合い」

を重点的に推進


